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問　　題
青年前期にあたる中学生は，発達課題として，様々な
ことに興味をもちながら理想を高め，数多くの試行をく
りかえしながら自己の能力を評価したり，自己の興味・
関心の方向性を探っている。つまり，自己の意味づけ，
位置づけできるような自己規定の仕方を探し求めている
といえる。その評価過程そのものが自己評価であり，彼
らにとって自己評価することは，自己概念の形成上，非
常に意味あることである。蘭（1992）は，子どもの学業
的自己概念形成と教育指導の対応関係についてまとめて
いる。これによれば，子どもたちが学習に対する責任を
自分自身に帰属させ，教師らの期待を内面化し，多くの
学習の達成から肯定的な自尊感情を育てることが重要で
あるとしている。すなわち，彼ら自身が興味・関心をも
つ学習活動に対して肯定的に自己評価できることが重要
なのである。
樽木（1995）は 1 時間レベルの数学授業における生徒
の興味・関心を自己評価尺度で測定し，中学 1 年生の関
数導入授業において，コンピュータ活用授業と通常授業
を比較して，コンピュータ活用授業群が通常授業群より
も興味・関心を高めたことを報告している。主な結果は
次のように要約される。① 1 時間レベルの数学の授業に
対する生徒の興味・関心は「因子 1 ：理解・正答の確認
（自分で予想がたてられた等）」，「因子 2 ：疑問をもち深
めること（授業でやったことに驚きや疑問がもてた等）」，
「因子 3 ：具体的であり活用性に富む（説明の仕方がわ
かりやすい等）」の 3 因子構成であった。②興味・関心
因子 2 「疑問をもち深めること」において，コンピュー
タ活用授業群が通常授業群と比較して，得点の向上がみ
られた。
生徒の興味・関心と数学的学力の関連性につき，樽木・
飯野（1994）は，基礎計算領域に注目して授業への興味・
関心と計算力について検討している。興味・関心は34項
目の質問紙で測定され，「因子 1 ：理解への自信（みん
なより早く課題がこなせたと思う，自分の考えで理解で
きたと思う等）」，「因子 2 ：課題内容の理解（先生の説
明の仕方がわかりやすい，授業で使われた課題がおもし
ろいと思う等）」，「因子 3 ：疑問（先生の言ったことに
疑問を持った，やったことに驚きや疑問がもてたと思う
等）」，「因子 4 ：活用レベルでの理解（つまずきが自分
でわかったと思う，テストや受験に役立つ等）」，「因子
5 ：学習態度（学習用具をきちんと用意しているか，授
業中にいたずらやよそ見をしているか等）」の 5 因子で
あった。基礎計算テストによる計算力と興味・関心要因
の関連が検討され，「因子 1 ：理解への自信」と「因子
4 ：活用レベルでの理解」に関する興味・関心要因と計
算力との関連がみられた。
大家・藤江（2007）は，小学 5 年から中学 2 年までの
子どもを対象として，理数系教科の学習動機の変容を検
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討することを目的として，小学 5 ， 6 年生と中学 1 ， 2
年生（計1,818名）を対象に，算数・数学の動機づけ尺
度を作成し，理数科の動機づけに関する質問紙調査を
行った。その結果，①算数・数学の動機づけに関する尺
度は「算数（数学）が好き」「算数（数学）が役に立つ」
「学習内容に対するイメージ」「よい成績を取りたい」の
4 因子で構成されていた。②「算数（数学）が好き」「算
数（数学）が役に立つ」「学習内容に対するイメージ」
は学年が上がるにつれて低下する一方で，「よい成績を
取りたい」は小学校から中学 1 年生にかけて上昇した。
数学の学習動機と数学の学習に対する興味・関心は類似
する概念と捉えられ，「算数（数学）が好き」「算数（数
学）が役に立つ」の因子は樽木・飯野（1994）による興
味・関心尺度の「理解への自信」「活用レベルでの理解」
と類似した質問項目もみられる。
他方，中学校数学授業でのICT活用の方向性について，
中村（2016）は次の 5 点を提案している。①計算や作業
を効率化することで，考察や議論に学習活動を焦点化す
ることができる（学習活動の焦点化「焦点化」）。②図形
や関数を動的に扱い，数学的な性質や規則の発見にICT 
を活用する（数学的な性質や規則の発見「探究」）。③問
題場面の状況等を視覚化し，概念や意味等を理解するこ
とを支援する（数学的な概念や意味，考え方の理解「視
覚化」）。④データ処理や，センサーを活用したデータ収
集にICT を活用する（日常生活や社会との関連付け「関
連付け」）。⑤与えられた問題だけではなく，問題の条件
を変え，問題を発展させるためにICTを活用する（問題
の発展的扱い「発展」）。
そして，中村（2015）は，ICTの機能を有効に活用し
て，数学の問題場面を視覚的にしかも動的に提示するこ
と（動的視覚化）や，画面上に描かれた図やグラフ等を
操作し問題を発展的に探究する活動（発展的探究）を取
り入れることで，多くの生徒が苦手意識を持っている旅
人算の問題場面の理解を支援できるとして，教材を作成
した。それは，動的視覚化による線分図表示により，経
過時間毎に登場人物の位置を線分図上に表示するもので
ある（動的視覚化）。あわせて，経過時間に従った登場
人物の移動軌跡もグラフで表示した（発展的探究）。し
かしながら，その授業実践での効果については検討され
ていない。
数学の学習ではないが，門間・安藤・伊藤（2007）は，
中学校技術分野における電気回路の仕組みに関するビデ
オ教材を制作し，その授業実践における効果を検討した。
その結果，授業終了後，生徒からのビデオ教材の評価は
高く，「授業が楽しかった」「またビデオを作ってほし
い」「面白かった」「普段使っているものの回路はどのよ
うになっているのか色々調べてみようと思った」など興
味・関心を高めた感想がみられた。教材の作成方法につ
いては丁寧に記述されているものの，その効果について
は，生徒の声を紹介しているに過ぎず，実証的な検討も
望まれる。
高校生を対象とした検討ではあるが，速水（2016）は
ICTを活用した住居領域の授業実践を行い，学習に対す
る興味・関心におよぼす効果を検討した。その結果，住
居領域に対する興味・関心および今後の生活への役立ち
感に関する項目で授業前・後において得点が上昇する傾
向がみられた。質問項目を用いて，生徒の興味・関心に
およぼす効果を実証的に検討した点は評価できるが，単
項目での測定は概念的妥当性が低く，複数項目からなる
尺度による検討が望まれる。
ICT機器を活用した学習活動のひとつとしてコン
ピュータの活用もあげられているが，これは，中村（2016）
が指摘するようなICT活用の方向性に沿った授業展開で
効果的になると考えられる。つまり，実体物を対象とし
た目視できる現象を扱う授業では，コンピュータを活用
することで効果的になるかには疑問がある。すなわち，
研究の観点をコンピュータが活用されているか否かと
いったレベルから，活用法との関連で効果を検討するレ
ベルの研究が求められているのである。図形処理等の課
題について道具的に活用できるソフトの中に，そのよう
なコンピュータの特徴を活かした使用に耐えうるソフト
がある。「カブリ・ジオメトリー」であり，実践的な研究
も行われている（福沢，2001；川上，1997）。具体的な機
能は，自由に図形の一部を移動・変形させて，瞬時に画
面上での試行が可能であり，長さや角の大きさの変化を
視覚的，定量的に扱うことができる。そこで，本研究では，
中村（2016）で指摘されている，②図形や関数を動的に
扱い，数学的な性質や規則の発見にICTを活用する（数
学的な性質や規則の発見「探究」）場面でのICT機器の活
用が生徒の興味・関心におよぼす効果を検討する。効果
の測定にあたり，あわせて，中学校数学授業の一単元を
対象とした，生徒の興味・関心を測定する尺度も構成する。
方　　法
1．実験授業
図形処理ソフト「カブリ・ジオメトリー」を使用し，
中学 2 年生を対象として，「二等辺三角形の性質」の理
解に関する授業とした。コンピュータは，①点を移動す
ることにより，図形の移動・変形を瞬時に行い，②図形
の変形に伴い，辺の長さや角の大きさを表示できること
で，図形の特徴の把握や思考を援助する目的で使用した。
対話により思考を深める目的で， 2 人で 1 台の機器を使
用させた。実際の授業には，次のような課題を用いた。
二等辺三角形ＡＢＣの頂角Ａの二等分線上の点Ｐと点
Ｂ，Ｃを結びＢＰ，ＣＰの延長線と辺ＡＣ，ＡＢとの交
点をそれぞれ，Ｄ，Ｅとして次の①～③を考えさせる（図
1 ，図 2 参照）。
①　点Ｐの位置によらず等しくなる角の大きさや辺の長
さを探す（図 1 参照）
②　点Ｐを図形の外部に移動した場合にはどうなるか
（図 2 参照）
③　①②で発見したことがどんな場合に成立するか（証
明を考える）
以上のような授業の構成から，本実験授業のポイント
は「コンピュータを活用した上での図形を移動・変形し
て考える面白さ」である。今回の実験授業では，「コン
ピュータを活用して図形を移動・変形して考える面白さ」
を考慮しているため，それらを含まない教科書と板書に
よる通常授業を行う群を統制群とする。
授業におけるICT機器の活用が生徒の興味・関心におよぼす効果
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2 ．測定用具
興味・関心尺度は，一単元レベルでの生徒の自己評価
による心理尺度を，樽木（1995），樽木・飯野（1994），
大家・藤江（2007）を参照して作成した。具体的には，
数学の一単元での授業に生徒が興味・関心を持つ理由と
なる項目を検討し，樽木・飯野（1994）における学習態
度に関する 3 項目は興味・関心とは別の概念と考え，そ
れらをはずして考えた。最終的に，31項目 5 段階評定の
質問紙を作成した（表 1 参照）。
3 ．手続き
まず，予備調査として，Ａ市内の中学校10校の 1 年 
702名， 2 年 544名， 3 年 383名，計1,629名を対象とし
て興味・関心尺度の測定を行った。次に，実験校において，
2 年生に実験学級（29名）と統制学級（28名）を 1 学級
ずつ設定し，それぞれ 4 時間扱いで授業を実施した。実
験学級と統制学級における興味・関心尺度の測定は，そ
れぞれ一連の授業の事前と事後に行った。実験授業にお
けるコンピュータ活用方法の観点として「図形を移動・
変形して考える面白さ」が考えられるため，それを考慮
するために，事後測定で「図形を移動・変形して考える
ことが面白いと思うか」について 5 段階で測定した。あ
わせて実験授業後の感想を 3 つの観点（①コンピュータ
を使ってやってみたいこと，②点を動かすことで考えて
みたい問題，③この一連の授業で面白いと感じたこと）
について文章で記述させた。
結果と考察
1．興味・関心
⑴　興味・関心尺度
表 1 に一単元レベルの数学の授業における興味・関心
尺度の因子分析結果（主因子法，Varimax回転）を示し
た。固有値が1. 0以上であり解釈可能な 4 因子解を採用
し，一つの因子に0. 45以上の因子負荷量を示し他の因子
には0. 40未満の負荷量を示すことを基準とし，当該因子
への負荷量の低い項目や複数の因子に高い負荷量を示す
項目を除外して，因子分析をくり返した。その結果につ
いて解釈を行なった。第 1 因子は「みんなより早く課題
がこなせたと思う，自分の考えで理解できたと思う」な
ど13項目からなる『理解への自信』，第 2 因子は「先生
の説明の仕方がわかりやすい，授業で使われた課題がお
もしろいと思う」など 5 項目からなる『課題内容の理解』，
第 3 因子は「先生の言ったことに疑問を持った，さらに
調べたいことや考えたいことが見つけられた」など 3 項
目からなる『疑問と深化』，第 4 因子は「つまずきが自
分でわかったと思う，テストや受験に役立つ」など 3 項
目からなる『活用レベルでの理解』と命名した。
本尺度は，樽木（1995），樽木・飯野（1994）とほぼ
同様な因子で構成されており，1,629名を対象として安
定した因子構成が把握された考えている。以降の分析に
は，興味・関心尺度 4 因子それぞれについて合成得点を
算出し，興味・関心得点として用いた。
⑵　学年による興味・関心得点の差異
表 2 に各学年におけるそれぞれの興味・関心得点の平
均と標準偏差を示した。興味・関心要因ごとに 1 要因（学
年要因）の参加者間分散分析を行った。その結果，第 1
因子『理解への自信』（F（2，1626）＝2. 88，p＜. 10）で
主効果が有意傾向であり，第 2 因子『課題内容の理解』 
（F（2，1626）＝69. 09，p＜. 01），第 3 因子『疑問と深化』 
（F（2，1626）＝5. 79，p＜. 01），第 4 因子『活用レベル
での理解』（F（2，1626）＝4. 64，p＜. 05）で主効果が有
意であった。
LSD法による多重比較によれば，第 1 因子『理解へ
の自信』では 1 年生が 3 年生よりも得点が高く（Mse＝
93. 00，p＜. 05），第 2 因子『課題内容の理解』では 1
年，2 年，3 年の順で得点が高く（Mse＝15. 90，p＜. 05），
第 3 因子『疑問と深化』では 1 ・ 3 年生に比べて 2 年生
の得点が高く（Mse＝6. 33，p＜. 05），第 4 因子『活用
レベルでの理解』では 1 年生が 2 ・ 3 年生よりも得点が
高かった（Mse＝6. 15，p＜. 05）。学年が上がるに従い
興味・関心を低めている様子がみられ，大家・藤江（2007）
と同傾向の結果であった。学年が上がるに従って，授業
の内容が難しくなり，数学嫌いが増えている現状を反映
したものと考えられるが，本研究のデータだけでは類推
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図 2　点Ｐが二等辺三角形の外部
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表 1　興味・関心尺度　因子分析結果（主因子法　Varimax回転）
No　質問項目 fac1 fac2 fac3 fac4 共通性
第 1 因子：理解への自信　α＝. 91
2   みんなより早く課題がこなせたと思う                   0. 81 0. 04 0. 12 0. 10 0. 67
1   自分の考えで理解できたと思う　                       0. 73 0. 10 0. 06 0. 20 0. 59
30  問題はうまく解けたと思う                             0. 72 0. 22 0. 11 0. 12 0. 58
3   自分で予想がたてられたと思う                         0. 71 0. 12 0. 08 0. 26 0. 58
12  いくつかの考えを組み合わせて考えることができたと思う 0. 64 0. 06 0. 23 0. 37 0. 60
5   自分の考えや予想が確かめられたと思う                 0. 63 0. 20 0. 14 0. 36 0. 59
11  自分の考えが他の人に理解してもらえたと思う           0. 59 －0. 01 0. 33 0. 24 0. 52
10  前に学習したことを生かして考えられたと思う           0. 57 0. 23 0. 06 0. 39 0. 54
22  授業でやることはわかっていることなのでおもしろかった 0. 56 0. 35 0. 20 0. 06 0. 49
25  例題を説明されると，すぐに，問題を解きたいと思う     0. 55 0. 35 0. 29 0. 09 0. 52
15  他の人から自分の考えや意見が正しいと評価されている   0. 55 0. 02 0. 38 0. 13 0. 47
8   自分なりのルールや法則が見つけられたと思う           0. 54 0. 08 0. 20 0. 39 0. 48
14  授業でやったことがわからないまま家にかえることがある －0. 55 －0. 10 0. 27 0. 19 0. 42
第 2 因子：課題内容の理解　α＝. 76
24  先生の話し方などがおもしろい                         0. 05 0. 74 0. 05 0. 10 0. 56
9   先生の説明の仕方がわかりやすい                       0. 18 0. 72 －0. 09 0. 26 0. 63
4   授業で使われた課題がおもしろいと思う                 0. 36 0. 60 0. 24 0. 16 0. 57
27  授業でやることは知らないことだったのでおもしろかった 0. 00 0. 53 0. 40 0. 16 0. 46
28  勉強したことが他のことに役立ちそうだ                 0. 19 0. 52 0. 29 0. 30 0. 47
第 3 因子：疑問と深化　α＝. 53
29  先生の言ったことに疑問を持った                       0. 04 －0. 08 0. 64 0. 26 0. 48
23  さらに調べたいことや考えたいことが見つけられた       0. 31 0. 37 0. 51 0. 16 0. 51
20  わからないことが知りたくて，先生に質問したことがある 0. 15 0. 18 0. 50 0. 08 0. 32
第 4 因子：活用レベルでの理解　α＝. 66
7   つまづきが自分でわかったと思う                       0. 17 0. 10 0. 14 0. 65 0. 48
6   テストや受験に役立つ                                 0. 16 0. 39 －0. 02 0. 59 0. 53
17  頭脳の訓練に役立つ                                   0. 26 0. 35 0. 17 0. 54 0. 52
因子寄与 5. 62 2. 88 1. 87 2. 20 12. 57
因子寄与率 23. 42 11. 99 7. 80 9. 18
除外された項目
31  友だちに教えてあげたいと思ったことがある             
26  みんなと同じような考えをしていると思う               
19  みんなと違う自分だけの考えを持てたと思う             
18  自分の考えを発表したいと思う                         
16  授業でやったことに驚きや疑問がもてたと思う           
13  自分にとって身近な課題があったと思う                 
21  みんなの意見を聞いて考えが変わったり深まったりした　 
表 2　興味・関心得点の学年による差異　 （　）は標準偏差
fac1 fac2 fac3 fac4
学年 N 理解への自信 課題内容の理解 疑問と深化 活用レベルでの理解
1 702 40. 0（ 9. 0） 17. 4（3. 8） 8. 4（2. 5） 10. 8（2. 3）
2 544 39. 8（10. 3） 15. 7（4. 2） 8. 9（2. 5） 10. 5（2. 7）
3 383 38. 6（ 9. 8） 14. 5（4. 1） 8. 6（2. 6） 10. 4（2. 6）
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の域を出ない。『疑問と深化』のみ， 2 年生が 1 ・ 3 年
生に比べて得点が高かった。
2 ．動点の扱いを考慮したコンピュータ活用の効果
本実験授業では，コンピュータを活用した学習におい
て，図形を動かして考えることに注目している。実験学
級のうち「図形を移動・変形して考えることが面白い
と思うか」という質問項目で評定 5 （とてもそう思う），
4 （ややそう思う）とした22名を動点関心群として抽出
し，以降の分析に用いる。
この動点関心群とコンピュータによる図形の移動・変
形を経験しない統制学級（以降では統制群と表記する）
とを比較し，興味・関心得点の変容を表 3 に示した。興
味・関心要因ごとに， 2 要因混合の分散分析（群×時
期）を行った。その結果，第 3 因子『疑問と深化』にお
いてのみ交互作用が有意傾向であった（F（1，48）＝3. 81， 
p＜. 10）。単純効果を分析すると，有意な得点変容のみ 
られない統制群（F（1，48）＝0. 67，n.s.）に比較して，動 
点関心群は有意傾向で得点上昇がみられた（F（1，48）＝
12. 80，p＜.10）。
つまり，コンピュータを用い図形を移動・変形して考え
ることが面白いとする動点関心群は，それらを用いない
統制群に比較して，疑問と深化に関する興味・関心を向
上させた。コンピュータ活用の有無だけではなく，その活
用方法に注目することで効果が把握されたと考えている。
樽木（1995）においても，コンピュータ活用授業群は
通常授業群と比較して「疑問をもち深めること」に関す
る興味・関心を高めていたが，樽木（1995）は教育現場
におけるコンピュータ導入時期の検討であり，生徒は授
業中にコンピュータを活用することを新奇な経験と捉え
て，興味・関心を高めたとも考えられる。このようなコ
ンピュータの活用の有無だけではなく，その活用方法に
面白さをみいだした学習者において，より精細な効果が
認められたと考えられる。
3 ．記述事例による検討
実験授業後の 3 つの観点（①コンピュータを使って
やってみたいこと，②点を動かすことで考えてみたい問
題，③この一連の授業で面白いと感じたこと）について
の生徒の記述事例より，ICT機器を用いた本実験授業の
特徴を検討する（表 4 参照）。短い記述であるため，そ
の意図を把握しにくいものもあるが，「ICT機器活用の
利点」「証明の必要性の理解」「学習の継続」の 3 点が生
徒の感想についてのポイントになると捉えられる。
1 ） ICT機器活用の利点
「（22）自分で手でかくよりも速くて見やすい」「（27）
辺の長さや角の大きさがすぐにわかること」「（30）コン
ピュータを使うと正確で，鉛筆でやるとかいたり，消し
たりしなければならないのにこれは，移動したり，いろ
いろなことが出来るから，分かりやすい」の記述は試行
した結果が素早く表示されるために，思考に時間を費
やせる利点に注目していると受け取れる。これは，中
村（2016）の指摘する「学習活動の焦点化」に関連する
ICT活用の方向性と考えられる。
さらに，「（2）グラフを使うような問題で，グラフの
変わり方などがよくわかると思う」「（16）自分で法則を
見つけること」「（21）点Ｐをどのように動かしても左右
対称になる」の記述は，思考に時間を費やせるだけでな
く，中村（2016）の指摘する「数学的な性質や規則の発
見」の利点にも注目していると考えられる。
2 ） 証明の必要性の理解
「（19）画面以外では点はどうなるのか」の記述は，点
Ｐを画面の下端に移動すると図が画面からはみ出してし
まう。つまり，観察できない部分に注目していると受け
取れる。「（24）点Ｐの位置が変わっても証明が変わらな
いのが不思議だ」の記述は，図 1 と図 2 のように見かけ
が変わっても，証明は同じになることに注目していると
受け取れる。中村（2016）の指摘する「問題の発展的扱
い」に関連するICT活用の方向性と考えられる。同時に，
証明の必要性の理解も促進されていると捉えられる。
3 ） 学習の継続
「（3）もう少し，図形の問題をやりたい」「（8）どれだ
け等しい角や辺があるかを全部だしてみる」「（10）三角
形以外の図形もやってみたい」「（12）いろいろな授業で
使ってみたい」「（17）点を動かすことによっていろいろ
な二等辺三角形をだし，面積などを求めて，各々の関係
を表す」などの記述からは，学習を継続する意欲を促進
されたと受け取れる。
以上のように，授業後の生徒の自由記述より，ICT
機器を用いた本実験授業の特徴を検討した。その結果，
「ICT機器活用の利点」「証明の必要性の理解」「学習の
継続」の 3 点で整理することができ，中村（2016）の指
摘する「学習活動の焦点化」「数学的な性質や規則の発見」
「問題の発展的扱い」に関連するICT活用の方向性を捉
えることができた。しかしながら，この自由記述による
検討だけでは，この学習による確実なICT活用の方向性
までは検討できていない。今後は，聞き取りなどを重ね
て検討することが必要である。
表 3　動点関心群と統制群における興味・関心得点の変容　 （　）は標準偏差
fac1 fac2 fac3 fac4
群 時期 N 理解への自信 課題内容の理解 疑問と深化 活用レベルでの理解
動点関心群
事前 22 43. 9（ 9. 8） 18. 1（3. 4）  8. 7（2. 7） 11. 6（2. 2）
事後 22 43. 5（10. 1） 18. 8（3. 0） 10. 1（2. 0） 11. 8（2. 2）
統制群
事前 28 39. 3（ 9. 6） 16. 3（4. 7）  9. 9（2. 7） 10. 2（2. 7）
事後 28 40. 0（10. 9） 15. 9（4. 2） 10. 2（2. 7） 10. 4（3. 0）
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まとめと今後の課題
本研究は，ICT機器の使用・不使用のみならず，活用
法との関連を考慮した上でICT機器の活用が生徒の興
味・関心におよぼす効果を検討した。主な結果は次の通
りであった。
（1）中学生の自己評価による数学の授業に対する興味・
関心尺度は①理解への自信，②課題内容の理解，③疑問
と深化，④活用レベルでの理解の 4 因子構成であった。
（2）興味・関心の状況を概観すると，学年が上がるに従
い自己評価を低める傾向がみられた。
（3）中学 2 年生を対象として，自由に図形の一部を移動・
変形させ，瞬時に画面上で試行し，長さや角の大きさの
変化を視覚的，定量的に扱いながら二等辺三角形の性質
表 4　実験学級の生徒の記述事例
記述内容
1 ．コンピュータを使ってやってみたいことは？
（1） 原子や分子がどのようになっているか
（2） グラフを使うような問題で，グラフの変わり方などがよくわかると思う
（3） もう少し，図形の問題をやりたい
（4） 立体図形
（5） 四角形の性質
（6） 方程式
（7） 難しい計算問題
（8） どれだけ等しい角や辺があるかを全部だしてみる
（9） 方程式，計算問題，応用問題などもやってみたい
（10） 三角形以外の図形もやってみたい
（11） コンピュータの操作を覚えたい
（12） いろいろな授業で使ってみたい
2 ．点を動かすことで考えてみたい問題は？
（13） もう少し，複雑な図形
（14） 相似の証明
（15） 図形の性質
（16） 自分で法則を見つけること
（17） 点を動かすことによっていろいろな二等辺三角形をだし，面積などを求めて，各々の関係を表す
（18） 図形を動かしてできた今日やった以外のたくさんの図形の証明
（19） 画面以外では点はどうなるのか
3 ．この一連の授業で面白いと感じたことは？
（20） 図形が自由に動かせること
（21） 点Ｐをどのように動かしても左右対称になる
（22） 自分で手でかくよりも速くて見やすい
（23） 二等辺三角形を証明したこと
（24） 点Ｐの位置が変わっても証明が変わらないのが不思議だ
（25） コンピュータを使ったところ
（26） 自由に点Ｐを動かせるところ
（27） 辺の長さや角の大きさがすぐにわかること
（28） コンピュータを使って証明ができるということ
（29） 黒板での図形とコンピュータでの図形の教え方や見方が面白い
（30）
コンピュータを使うと正確で，鉛筆でやるとかいたり，消したりしなければならないのにこれは，移動したり，いろ
いろなことが出来るから，分かりやすい
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を学習する実験授業を行った。コンピュータを使用して
図形を移動・変形して考えることに面白さをみいだした
動点関心群と通常授業による統制群を比較して，動点関
心群は疑問と深化に関する興味・関心を高めた。
（4）授業後の生徒の自由記述より，ICT機器を用いた本
実験授業の特徴を検討した。その結果，「ICT機器活用
の利点」「証明の必要性の理解」「学習の継続」の 3 点で
整理することができた。「ICT機器活用の利点」「証明の
必要性の理解」に関する記述より，中村（2016）の指摘
するICT活用の方向性のうち，「学習活動の焦点化」「数
学的な性質や規則の発見」「問題の発展的扱い」に関連
していることを考察した。
これまでのようなICT機器活用の有無だけによる効果
ではなく，その特徴を活かした活用方法との関連で生徒
の興味・関心におよぼす効果についての研究が求められ
ている。今後，さらに検討を重ねることが重要である。
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